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新発田市教育委員会令和元年１０月定例会 会議録 

 

○ 議事日程 

 

  令和元年１０月１日（火曜日） 午前９時３０分  開 会 

  豊浦庁舎 ２階 教育委員会会議室 

 

  日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 

  日程第２ 前回定例会会議録の承認について 

 

  日程第３ 教育長職務報告 

 

日程第４ その他 

       

 

○ 会議に付した事件 

 

  議事日程に同じ 

 

○ 出席者 

 

工 藤 ひとし  教育長 

 

関 川   直  委 員（教育長職務代理者） 

 

  桑 原 ヒサ子  委 員 

 

  笠 原 恭 子  委 員 

 

  小 池 庸 子  委 員 

 

 

○ 説明のため出席した者 

  教育次長    佐 藤 弘 子 

 

  教育総務課長  山 口   誠 

 

  教育総務課参事（学校統合担当）  

橋 本 隆 志 

 

学校教育課教育センター長  

小坂井   博 
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  文化行政課長  平 山   真 

 

  中央図書館長  平 田 和 彦 

 

  歴史図書館長  大 森 雅 夫 

 

中央公民館長  米 山   淳 

 

  青少年健全育成センター所長兼児童センター所長 

井 越 信 行 

  

○ 書 記 

教育総務課長補佐 

中 山 友 美 

 

  教育総務課教育総務係長 

          杉 林 直 樹 

 

○資料確認 

 

〇工藤教育長   

それでは、ただ今から教育委員会、令和元年１０月定例会を開会します。 

 

〇工藤教育長 

     はじめに、日程第１、会議録署名委員の指名についてでありますが、桑原委員を指

名いたします。 

 

〇工藤教育長    

日程第２、前回定例会 会議録の承認についてお諮りいたします。 

すでに送付してあります会議録について、ご質問等ございますか。 

はい、どうぞ。 

 

〇桑原委員     

         １０ページの上から５行目質問の後ろの「な」を消してください。１１ページの上

から４行目中ほどの講堂を行動に訂正、下から 2行目最終ゴールの前の「の」を消し

てください。 

 

〇工藤教育長   

         訂正をお願いいたします。他にございますでしょうか。 

 

〇工藤教育長 

     なければ、訂正後の会議録について承認の方の挙手をお願いいたします。 
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〇工藤教育長    

挙手全員でありますので、前回定例会 会議録は承認されました。 

 

〇工藤教育長      

日程第３、教育長職務報告を行います。 

         職務報告については、既に送付してあります教育長職務報告（令和元年８月２９日

～令和元年９月２６日分）及び令和元年教育委員会主な事務事業進捗状況（第二四半

期のとおり報告いたします。 

 

〇工藤教育長      

主な事務事業進捗状況について事務局から補足説明はありますでしょうか。 

委員の皆さまから何か質問はございますか。 

 

〇工藤教育長    

ないようですので、教育長職務報告及び主な事務事業進捗状況については報告のと

おりとしてよろしいでしょうか。 

 

〇工藤教育長      

異議なしと認め、教育長職務報告及び主な事務事業進捗状況については承認されま

した。 

 

〇工藤教育長      

本定例会はお諮りする議案がありませんので、日程第４、その他に入ります。 

それでは、令和元年度新発田市議会９月定例会について報告を受けます 

                 

〇工藤教育長      

佐藤教育次長から説明をお願いします。 

 

〇佐藤教育次長 

         それでは９月定例会の報告をさせていただきます。お配りをしております資料をご

覧ください。９月定例会は通常の審議の他に前年度の決算を審査する特別委員会での

審議がございましたで合わせてご報告をさせていただきます。 

めくっていただきまして、まずは一般質問ございます。今回は全部で１７名の議員

から質問がありました。そのうち、網掛けの部分が教育委員会への質問であり、７名

の方から質問がありました。それでは４ページをご覧ください。最初に２番目の今田

議員、令和会でございます。質問の内容は二つございまして、まず一つ目が佐々木盛

綱と加治城についてでございます。内容としましては、加治城に看板を設置できない

か、藤戸神社を文化財指定できないか、次のページ（６）でございますが、大いに

PR をすべきではないかというものでございました。看板設置につきましても、文化

財にしましても、現在は難しいという答弁をさせていただいておりますし、アピール

という点では、現在、歴史図書館で既にアーカイブ、ガイダンスの映像を使い進めて

いますので、既に取り組んでおりますと答弁をさせていただいたところでございます。

７ページをご覧ください。コミュニティスクールについてが二つ目の質問でございま
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した。今田議員からは、コミュニティスクールにつきましてこれまでも何度か質問を

受けております。今回もその後どうなったのかというご質問でございました。既に今

年度から新発田版のコミュニティスクールということで、東豊小学校でまずは進めて

いると答弁をさせていただいております。 

その下３番目の渡辺議員、無所属でございます。渡邉議員からも三点ほどご質問を

頂戴いたしました。一点目は、教科書採択について正しい歴史教育の必要性というこ

とで、採択についての基本的な考え方、採択までの手順、情報公開の実情、それから

教科書選定委員についてというのが主な質問でございました。内容はのちほどご覧い

ただければと思います。９ページにつきましても、正しい歴史を子ども達に教えるに

はどうすべきかや、いじめについての取扱いということもご質問がありました。二つ

目の質問でございます。発達障害、学習障害の現状とサポートについてでございまし

て、どれくらいの人数が認定をされているのかいうご質問、また児童、生徒、家庭、

保護者に対しての支援がどのようになっているのかというご質問でございました。こ

れものちほどご覧いただければと思います。１１ページ、三つ目の質問は公共施設に

おける映画上映についてでございます。今年度から文化会館で行った映画鑑賞につい

ての質問でした。一つ目が上映映画の選定基準とその理由ということでありまして、

答弁といたしましては、芸術文化の振興、市民の生きがいづくりに寄与する内容とい

うこと、また市民の方から新潟まで行かなくても新発田で賞を取った有名な映画が観

たいという要望がいくつか届いておりましたので、賞をとった有名な映画を市民の皆

さんに観ていただけるよう、基準はないのですが上映をしたという答弁をさせていた

だきました。さらにその作品を選定した基準はということでありまして、選定基準は

ございませんが、この度の万引き家族、ボヘミアンラプソディーにつきましては、多

くの賞を受賞していて、市民の皆様に喜んでいただける作品ということで上映をした

と答弁をさせていただいております。 

１２ページ６番目の五十嵐議員、令和会であります。中学生の海外派遣研修につい

て実施すべきではないかというご質問についての答弁でございます。そういった経験

をするということは子ども達にとって非常に良いことではございますが、安全の確保、

必要経費の問題等まだまだ課題がありますので、そのあたりをひとつひとつ解決しな

ければなかなか実施はできないということ、今は議政府市とのスポーツ交流を行って

おりますので、それが意義深いものになるように学校に対して指導して参りたいとい

う答弁をさせていただきました。 

１３ページでございます。７番目の板倉議員、令和会であります。小中学校の改修

計画についてで、一つ目として、市内の小中学校がかなり古くなってきているが大規

模改修の計画はどうなっているのかというご質問でありました。現在、教育委員会で

は、学校施設の長寿命化計画の策定を進めております。今後はこの計画に基づき、建

築から４０年を経過した学校から順次改修等を進めるということになろうかと思い

ますが、かなりの予算が必要となりますので、市長部局と協議をしながら進めたいと

いう答弁をさせていただきました。二つ目、学校のトイレの洋式化についてでござい

ます。洋式化率は市内の小中学校全体で４５パーセントでございます。こうした中で

今年度から計画的に進めているところでありますが、ただ、財源が必要なものですか

ら、今は有利な起債がございますのでそれを有効に活用しながら進めたいという答弁

をさせていただきました。二つ目の質問でございます。特別教室のエアコンを設置と

いうことであります。普通教室のエアコンの設置が終わりましたので、今度は特別教
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室に設置をする考えはないのかというご質問でありました。財政が厳しい中、ようや

く普通教室に設置できたところでございますので、現時点では具体的な計画はありま

せんが、学校統合に伴い閉校となる小学校のエアコンを移設するということを考えて

いきたいと答弁をさせていただました。１５ページ、三点目であります。タブレット

の導入については今年度から順次進めておりますので、これにあわせて環境整備も一

緒に進めていきたいという答弁をさせていただいております。 

１６ページ、９番の三母議員、共道しばたです。１つ目は、教職員の働き方改革の

実現に向けた現状と課題ということで、教員の勤務管理の現状及び時間外労働の現状

についてのご質問でありました。答弁の中段から少し下の方でありますが、８０時間

以上の時間外労働をしている職員は、小学校では約１割、中学校では約４割となって

おり、９月の勤務時間、勤務実態報告を受けまして、８０時間以上の時間外勤務のあ

る先生方については、詳細の状況報告を提出するよう、現在、各学校に通知をしてい

るという答弁をさせていただきました。２つ目、スクールソーシャルワーカーの増員、

スクールサポートスタッフ、それから中学校の部活動指導員配備に伴う学校現場の効

果と今後のさらなる増員と予算確保ということのご質問でありましたので、現状をご

説明させていただいております。答弁といたしましては、学校現場への人的支援は働

き方改革には非常に成果があり、国県の動向を今後も注視してまいりたいという答弁

をいたしました。３つ目であります。１７ページ、校務支援システム導入の検討と予

算確保ということでありました。１８ページの最後のところで、現在、教育委員会で

は市単独でのシステム導入に向けた検討を行っており、今後は新年度予算編成の過程

で他事業との優先順位を見極めながら市長部局と協議をして進めていきたいと答弁

させていただいております。１９ページでございます。４つ目として、学校の働き方

改革には保護者や地域の理解と協力づくりが不可欠でありその問題認識と対策につ

いてはどうかという内容でありました。答弁の中でも全くそのとおりであり、これま

でも PTA 役員会での説明や学校だより等で周知をしてまいりましたが、近々PTA 連

合会の皆様とお会いをする機会がございますので、ぜひともこの働き方改革をテーマ

に協議をしたいという答弁をさせていただきました。その後、９月２０日にその会議

がございまして、さっそくこの件についてご説明させていただきました。 続きまし

て、２０ページでございます。２つ目の質問は、放課後児童クラブ及び放課後子ども

教室の現状と課題ということでございまして、基本的な考え方についてということと、

２０２３年度末までの女性の就業率について、国では８０パーセントを目指している

ようでありますが、それを考慮した施設の整備についてはどのように考えているのか

というご質問でありました。教育委員会といたしましても、将来推計を出し、２０２

３年度、令和５年度でございますが、登録児童数が今よりも２割程度増加すると見込

んでおりまして、このあたりがピークであろうと考えております。そうしますと、２

か所の施設で定員を超過する見込みとなりますので、施設の増改築等が必要になるこ

とから、今後の情勢を的確に見極めながら、市長部局と協議を進めてまいりたいと答

弁させていただきました。２つ目の質問でございます。児童クラブの定員超過の現状、

及び指導員の欠員状況、指導員の労働条件の改善についてということでありました。

児童クラブにつきましては、一定の基準がございまして、指導員の配置や面積要件が

設けられております。その面積の部分でありますが、一部施設においては専用の居室

面積だけでは定員を超過する場合がございます。そうなった場合は他の教室や体育館

の利用をするなど、児童にとって適切な環境となるよう努めておりますと答弁をさせ
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ていただいておりますし、指導員の欠員状況に関しましては、今の児童数に対しまし

て、指導員の定数は嘱託６６名、パート５名の７１名となっておりますが、年度当初

に嘱託職員に４名の欠員が生じましたが、これに代わってパート職員４名を配置して

おりますので、大きな支障はないものと考えております。ただ手厚い加配ができない

状況になっておりますので、引き続き嘱託職員の確保に努めたい、また、労働条件の

改善につきましては、今年度から報酬の見直しを実施したという答弁をさせていただ

きました。３つ目は、児童クラブ施設の老朽化、手狭ということのご質問でございま

した。古くなっている施設につきましては、関係部署立ち会いのもと、毎年年度初め

に公共施設全体の中でどれだけ劣化度が進んでいるか等を精査のうえ、優先順位をつ

けながら、順次対策を講じているというところでありまして、児童の安全面を最優先

に補修、修繕を行っていきたいという答弁をさせていただきました。 

次に２２ページ、１１番の小坂議員、共道しばたでございます。こちらも新発田市

の子育て支援施策ということでありますが、三母議員の質問と同じく放課後児童クラ

ブの現在の状況はどのようになっているのかということでございましたので、説明は

省かせていただきます。 

２３ページ、１７番の渡邊喜夫議員、公明党でございます。以前も同じような質問

がございましたが、今回も新発田の日本語教室についてということでございます。日

本語指導を必要とする外国籍の児童生徒の在籍状況と不就学状況についてというこ

とでありました。外国籍の児童生徒は、小学校１５名、中学校１名、あわせて１６名

の児童生徒ということでございまして、日本語指導員５名を各校に派遣をしておりま

す。不就学状況につきましては、把握している分では中学生が１名であり、この方は

保護者の意向によるものということでございます。日本語の習熟度、教科の習得状況、

学力の実態や高校進学の実態について、また、保護者との連携、支援状況はどうかと

いうご質問がございましたが、これにつきましては後ほどご覧をいただければと思っ

ております。一般質問につきましては以上でございます。 

次に２５ページをご覧いただきたいと思います。ここからは決算審査の概況報告で、

主なものについてご説明させていただきます。まず初めに、宮崎光夫議員であります。

学校給食費の公会計化について今後どのように考えているかということでございま

す。国がガイドラインを示したところであり、市としましては教育委員会が担わなけ

ればならないとは考えてはおりますけれども、学校現場からは校務支援システムの導

入など他の働き方改革における課題も提示されておりますので、優先順位を見極めな

がら対応していきたいと答弁させていただきました。次に佐藤真澄議員から第３子以

降学校給食費支援事業の成果と課題ということでご質問がありました。まだ実施して

１年の事業でありますので、効果としましては実証できていないというところでござ

いますので、今後検証していきたいという答弁にさせていただきました。ただ、佐藤

真澄議員の質問の趣旨としましては、第３子以降は誰でも対象となるようにして欲し

いということでございました。この部分につきましては、今後検証を踏まえたうえで、

市長部局と協議をしていきたいと答弁をしたところであります。２７ページをご覧く

ださい。石山洋子議員でございます。小中学校の健診についてのご質問を受けました。

健診を受けた後、その後どう対応しているのかということでございます。これにつき

ましては記載のとおりでございますので、後ほどご覧ください。３０ページも同じく

石山洋子議員からでございます。埋蔵文化財発掘調査事業についてのご質問でござい

ました。調査が早く進むように以前陳情が提出されましたが、職員の確保の状況、あ
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るいは効率化の状況はどのようになっているのかということでございます。平成３０

年度から事務職１名を配置し、今年度からは文化財技師１名を採用し配置しておりま

すので人員の強化は進んでおります。また、民間業者への委託につきましても、３０

年度は２９年度よりも進めさせていただいたという答弁をいたしました。めくってい

ただき３３ページをお願いいたします。板倉議員からのご質問でございます。全国花

嫁人形合唱コンクールの事業費は３５０万ですが、文化庁の補助金は活用できないか

ということです。そして、新発田市の名前を全国に知らせる効果的な事業だと思うの

で、謝礼などの経費面でももっと効果的な使い方ができないか検討してほしいという

要望をいただいたところでございます。答弁は記載のとおりでございます。その下、

小林誠議員からで新聞等を賑わせた件でございます。後援をする、しないについて、

その判断基準がどうなっているのかということ、またその後援でありますが、昨年度

は R１５で後援されたのに今年度は PG１２で後援されないというので判断基準が非

常に分かりにくいという声が市民から寄せられているがどうなのかという質問であ

ります。共催、後援につきましては市の取扱要項に準じて教育委員会で判断させてい

ただいておりますが、あくまでも要項は判断の基準となるものでありまして、それを

基に承認するかしないかは総合的に勘案し教育委員会の裁量で判断をするものであ

るとご説明いたしました。今回は教育長が実際に映画をご覧になっていて、教育委員

会として積極的に後援するものではないということで判断をしました。新聞で年齢制

限等が理由とありましたが、決してそのような理由ではないとご説明させていただき

ました。決算審査につきましては以上でございます。  

社会文教常任委員会の予算、それから一般議案につきましては、後ほどご覧頂けれ

ばと思いますので、説明は割愛させていただきます。 

最後、４６ページをお願いします。請願が一件提出されました。新発田ミュージア

ムの早期建設を求める請願であります。かなり多くの団体からの請願でありました。

新発田ミュージアム設立推進市民会議、阿賀北美術協会、大倉喜八郎の会、下越美術

会、観光ボランティア協会、郷土研究会、古文書解読研修会、自治会連合会、文化団

体連合会、新発田城を愛する会、また復元の会のほか、記載の団体が請願者となって

おります。請願の内容ありますが、４８ページをご覧ください。アイネス、県立病院

の跡地でございますが、そこに博物館、美術館の機能を有する新発田ミュージアムを

早期に建設してほしいということ、そのために建設準備室を組織として設けてほしい

ということ、それから、今から学芸員を育成して欲しいということ、また、市民、行

政、学芸員を交えた検討委員会を設置してほしいというこの４点が請願の趣旨であり

ました。委員会での審議内容につきましては次のページ以降に記載していますのでご

覧いただきたいと思います。この請願につきましては、本会議の最終日に賛成多数で

可決されました。説明は以上であります。 

 

○工藤教育長 

令和元年度新発田市議会９月定例会の報告について何かご質問がありましたらお

願いします。 

桑原委員どうぞ。 

 

○桑原委員 

一つは映画の選定についてです。東京にいる友達からこんな映画観ました、あんな
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映画観ましたと URL 付きでメール情報が時々きます。商業映画にかかるものばかり

ではないので、新潟では上映されないものです。その度に東京を羨ましく思うわけで

す。ですから、新発田で観たいという市民の皆さんの欲求を満足させることは重要だ

と思います。では、どの映画を選ぶかというと、国際的に評価が高かった映画、そし

て多くの人が観ている映画を選択するのは一般的な判断基準だと思います。たしかに

最近は暴力的な場面が多いものが人気を博すということもありますが、国際的に評価

を得る映画の場合、暴力的な場面であるとか、反社会的な描写が映画全体の芸術的な

価値を表現するために必要なことがあります。観た人が反社会的な行為であるとか、

観たくない場面があっても、どうしてこういう場面が入って国際的な評価を得ている

のか考えることが大切だと思います。きれいなものだけを見せる、見ていくだけでは、

社会の中で生きていくための問題解決力は養われないと思います。ですから、時には

不愉快なことにぶつかる意味はあると考えます。こうしたことからも、今回の映画の

選択については間違っていなかったと思います。もう一つ、外国籍の子ども達に日本

語の指導をするということなのですが、新発田の日本語教室の方が一生懸命やってく

ださっていて、日本語の教授だけでなく、生活レベルでも手を差し伸べているという

ことを聞いております。心配なのは、その方個人の親切であったり、やる気であった

り、努力に頼り続けているだけでいいのかという点です。こうした子ども達が増えて

きた時点で、組織として受け止めて、何を教えるのかということを考えなければいけ

ないと思います。今は小学生が１５人ということで、これは外国語を教える人数とし

てはほぼ理想的な人数であって、これ以上増えてくると１クラスとしては大き過ぎる

人数になりつつあります。今後、人数は増えはしても減ることはないと思います。ボ

ランティアとしてお願いすることは大切だと思うのですが、教育委員会がより主導的

にカリキュラムを考え、そのうえで手伝っていただくということが必要であると思い

ます。 

 

○工藤教育長 

ありがとうございます。他にありましたらお願いします。 

笠原委員、お願いします。 

 

○笠原委員 

外国籍の児童生徒についてですが、子ども達への日本語指導だけではく、その外国

籍の保護者への指導や支援というのはどのようになっているのですか。 

 

○工藤教育長 

         萩野学校教育課長、お願いします。 

 

○萩野学校教育課長 

親、保護者については我々の範疇を超えているのかと思います。市民まちづくり支

援課が様々なパンフレットを作り支援を行っています。 

 

○笠原委員 

実は私の家の近所で外国籍の方がいらっしゃって初めてお話しもできたのですが、

子ども達は日本語が上手で、ご両親お二人は外国の方で、御主人は日本語は話せます
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が読むことが得意ではなく、奥さんは読めず、話すのもたどたどしい状況です。お子

さんが、来年小学校に上がるということで、就学前検診などの資料が読めないので、

これまでも保育園からの資料などは近所の人にお手伝いしてもらい、代筆もしてもら

っていたのですが、段々協力してくれていた方も個人情報的なものを見なくてはなら

なくなり心苦しくなってきてどうしようかと思っているそうです。今この報告をみて

保護者に対する支援といいますか、入学のしおりはベトナム語やフィリピン語のしお

りもあるということですが、他の外国籍の方の保護者に対しても支援が必要なのかな

ということと、その支援もどこで受けられるのか分からず、学校に入るにあたり資料

が送られてきてもどうしようという状況でうまくいっていないのかなと思います。も

しかしたら、こども課からの引継ぎもあるかと思いますが、この部分がもう少し円滑

になるといいと思いました。 

 

○工藤教育長 

ありがとうございました。既に取り組みがなされている市町村もありますし、今後

の課題だと思います。他に何かありますでしょうか。 

小池委員、どうぞ。 

 

○小池委員 

         今の話題に関連して、私が経験した頃よりも時間が経っているので、ずいぶん改善

されていると思いましたが、日本語教育を担当している方がどの様なカリキュラムに

基づいて、どのような指導をしていくのかが今後の課題になると思います。私が携わ

っていた当時の現状としては、指導員の方が学校に出向いてくださり該当する児童は

通常学級から抜けて、週何回かカリキュラムを組んで個別指導をしていただいており

ました。保護者の方については、日本語を教えないにしても、保護者の方にもなるべ

く一緒に同席し、見学してもらう機会を設けようとしたのですが、保護者の方もご自

身が日本語が堪能でなく意思疎通が十分ではないので、子ども達が日本語を学んで上

手になっていくのを家で感じるという状況でした。学校にあがれば、その支援を受け

られますが、就学前の状況は大きな悩みになっているのだろうなと感じました。以上

です。 

 

 

○桑原委員 

         保護者の方が日本語を勉強することは、どちらかというと生涯学習の分野だと思い

ます。公民館や生涯学習センターの中から呼びかけて学んでいただく形になるのでは

ないかと思います。就学前からどうするのかというのも問題ですね。その頃から勉強

してきてくれると小学校に上がった時に楽になる訳です。子ども達が言語を習得する

のは早いですから、年齢が低い頃から学んでいると、就学した時の困り感はずっと少

なくなると思います。 

 

○工藤教育長 

         新発田も外国籍の方がたくさんいらっしゃるようですので、これから先、こうした

点が市の大きな課題となりますので、研究しながら進めないとなかなか対応できない

感じています。貴重なご意見ありがとうございました。他に何かございますでしょう
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か。 

米山中央公民館長、どうぞ。 

 

○米山中央公民館長 

         先ほど桑原委員からお話が出た日本語教室ですが、生涯学習センターの貸館という

レベルになりますが、毎週１回午前中、市民まちづくり支援課がお願いしている新発

田日本語教室という団体が日本語教室を開催しております。貸館ですので、内容は把

握しておりませんが、毎週様々な国の方が参加されているようであります。 

 

○桑原委員 

         後は市のほうから、組織的に財政措置ができるかということですね。お子さんを持

っているご家庭が、新発田の教育が良いのでこっちへ引っ越してくるという話も聞い

ています。本当にそれに応えられるように体制を整えることが大切であると思います。 

 

○工藤教育長 

         ありがとうございました。他に何かございますでしょうか。 

         なければ説明のとおり了承願います。 

 

○工藤教育長 

         事務局から報告等はございますでしょうか。 

 

○工藤教育長    

それでは、委員の皆様からなにかございましたら、お願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

 

○工藤教育長 

         それでは他にないようですので、今後の日程に移ります。 

教育委員会今後の日程予定について、山口教育総務課長から説明をお願いします。 

 

○山口教育総務課長 

         今後の日程についてご説明させていただきます。その他資料の今後の日程をご覧く

ださい。いつものとおり、網掛けした部分が今回新たに追加した部分でございます。

今回いくつか連絡がございます。１点目ですが、１０月７日から学校訪問を開始させ

ていただきますが、A４横の学校訪問の給食代金についてという資料をお配りしてお

ります。大変恐れ入りますが初日の１０月７日に給食代金を徴収させていただきたい

と思いますのでよろしくお願いいたします。２点目でございます。１１月７日、８日、

の先進地視察研修についてのご案内文書を配付しておりますのでご確認ください。な

お、訪問先についての資料につきましては、後日郵送させていただきます。また、チ

ケット等につきましては１１月の定例会の際にお渡しいたします。最後にもう１点で

ございます。同じ１１月８日に先進地視察研修と重複する形で小学校音楽交歓会を掲

載しております。これにつきましては、８日に笠原委員にご出席をお願いしておりま

して、全員の予定ではございませんが掲載させていただいております。以上で説明を

終わります。 
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○工藤教育長 

         今後の予定については、よろしいでしょうか。関川委員、どうぞ。 

 

○関川委員 

         視察研修について、この度の台風の影響など先方に不都合はないのでしょうか。 

 

○山口教育総務課長 

         台風の影響については、なかったとお聞きしております。 

 

〇工藤教育長 

         他になければ、説明のとおりでお願いいたします。他に何かございますでしょうか。 

         平田中央図書館長、どうぞ。 

 

○平田中央図書館長 

         お手元にチラシをお配りしております。秋の読書週間が始まりますので、中央図書

館でも図書館活用術や子ども向けの催しを計画しております。また、トキと人の物語

というチラシがございますが、新潟県立図書館との共催事業ということで新発田市で

開催することになりました。佐渡の方でトキの飼育に親子２代で関わっている方から

ご講演いただく予定にしております。 

 

〇工藤教育長 

         次に大森歴史図書館長、お願いいたします。 

 

○大森歴史図書館長 

         お手元に秋季の企画展のご案内を用意させていただきました。本能寺の変から見る

二つのしばたということで、本能寺の変があった時代に新発田に関係する柴田勝家と

新発田重家がそれぞれどういう野望を持ってどう動いたかということを展示してご

ざいます。専門職員による解説も予定しておりますので、ご覧いただければと思いま

す。 

 

〇工藤教育長 

         他にありますでしょうか。 

それでは、以上をもちまして教育委員会１０月定例会を閉会いたします。 

         ありがとうございました。 

 

 

                             午前１１時３０分 閉 会 
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令和元年１１月５日 

 

 

新発田市教育委員会教育長 

 

 

委 員 


